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３
つ
の
政
策
理
念 

持
続
可
能
な
世
の
中
の
構
築 

話
題
作
り
を
最
優
先
に
す
る
の
で
は
な
く
、
市
が
抱
え
た
諸
問
題
を

解
決
す
べ
く
政
策
を
提
案
、
推
進
す
る
。
決
し
て
子
供
た
ち
に
ツ
ケ

を
ま
わ
さ
な
い
。 

共
生
社
会
の
実
現 

少
子
化
、
高
齢
化
に
対
応
す
べ
く
、
人
と
人
の
「
絆
」
を
重
視
。
地
域

や
組
織
の
力
を
最
大
限
活
用
す
る
仕
組
み
を
探
究
す
る
。 

予
算
の
有
効
化
を
追
求 

「
予
算
を
使
い
切
る
」
と
い
う
発
想
か
ら
、
成
果
、
目
的
重
視
へ
の
発
想

転
換
を
促
進
。
行
政
の
生
産
性
を
高
め
、
少
な
い
予
算
で
最
大
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。 

               

               

                
 

無所属 

【４２歳】 

 

 

中島なおき 検索 



             

●
一
人
の
若
者
の
話 

ご
く
普
通
の
若
者
が
わ
が
子
の
生
誕
を
き
っ
か
け
に
、

自
ら
が
住
む
ま
ち
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
日
々
の
生
活
に
精
い
っ
ぱ
い
で
自
分
の
住
む
ま
ち

に
関
心
が
な
か
っ
た
若
者
で
あ
る
。
議
会
に
つ
い
て
詳

し
く
知
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。 

市
政
、
市
議
会
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
議
員
の
数

は
20
余
名
、
平
均
年
齢
は
60
歳
を
超
え
て
お
り
、
同

世
代
の
代
弁
者
が
1
人
も
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
時
、
自
分
の
ま
ち
に
つ
い
て
調
査
を
通
し
て
詳
し

く
な
っ
て
い
た
若
者
は
、
市
の
平
均
年
齢
が
44
歳
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
市
民
と
議
会
に
こ
こ
ま
で
の
世

代
差
が
あ
る
と
は
…
。
そ
ん
な
状
況
を
傍
観
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。 

資
金
も
組
織
も
持
た
ず
選
挙
に
挑
み
、
当
選
し
た

と
い
う
候
補
者
を
数
知
れ
ず
見
聞
き
す
る
が
、
果
た

し
て
都
市
部
と
は
決
し
て
言
え
な
い
こ
の
ま
ち
で
本
当

に
そ
ん
な
こ
と
が
通
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
と

き
に
新
聞
で
「若
手
政
治
家
養
成
塾
・塾
生
募
集
」の
記

事
を
目
に
す
る
。 

 ●
第
１
期 

若
手
政
治
家
養
成
塾
（
平
成
18
年
9
月

～
） 

塾
役
員
構
成 

代
表
幹
事 

兼 

塾
長 

白
土
幸
仁
（
春
日
部
市
議 

現

在
埼
玉
県
議
） 

事
務
局
長
（
会
計
） 

菅
原
文
仁
（
戸

田
市
議 

現
在
埼
玉
県
議
） 

副
代
表
幹
事 

兼 

神
奈

川
塾
長 

大
桑
正
貴
（
横
浜
市
議
現
在
同
） 
監
査 

平

松
大
佑
（
新
座
市
議 

現
在
会
社
員
） 

広
報
担
当
幹

事 

永
沼
宏
之
（
行
田
市
議 

現
在
会
社
役
員
）
・
松
本

武
洋
（和
光
市
議 

現
在
和
光
市
長
）  

 
 

塾
の
設
立
趣
旨
は
「
２
０
０
６
年
夏
、
関
東
の
若
手
地

方
議
員
有
志
は
『
地
盤
・
カ
バ
ン
・
カ
ン
バ
ン
は
無
く
と
も

高
い
志
で
政
治
家
を
目
指
す
若
者
を
支
援
し
、
地
方
か

ら
日
本
を
変
え
る
』こ
と
を
目
的
と
し
、
党
派
に
属
さ
な

い
若
者
の
議
会
進
出
を
支
援
し
ま
す
。
若
手
政
治
家
養

成
塾
は
、
単
な
る
当
選
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、
次
世
代

の
責
任
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。
特
に
、
下
記
の

３
つ
の
力
を
鍛
錬
し
て
い
き
ま
す
。 

①
政
治
哲
学
を
持
ち
、
こ
れ
を
背
景
に
自
ら
政
策
を
探

求
す
る
力 

②
政
策
実
現
の
た
め
自
ら
行
動
す
る
力 

③
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
人
を
惹
き
つ
け
る
力 

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

平
成
18
年
9
月
に
埼
玉
県
内
の
20
代
か
ら
30
代

の
若
手
議
員
が
中
心
と
な
り
開
講
し
た
。
翌
年
の
平
成

19
年
4
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
地
方
自
治
の

基
礎
か
ら
街
頭
演
説
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
し
、
一
人
で

も
多
く
の
若
手
議
員
を
増
や
す
の
が
目
標
で
あ
っ
た
。 

塾
生
と
し
て
応
募
し
て
き
た
の
は
約
40
人
。
小
論
文

（
テ
ー
マ
は
「
私
が
政
治
家
に
な
っ
た
ら
」
）
と
面
接
で
選

考
し
、
半
分
に
絞
っ
た
。
政
党
や
特
定
の
支
持
団
体
が

な
い
人
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
親
の
地
盤
を
引
き
継

ぐ
よ
う
な
人
の
入
塾
は
認
め
な
か
っ
た
。 

そ
し
て
、
9
月
中
旬
に
「
若
手
政
治
家
養
成
塾
」
は

開
講
さ
れ
た
。
塾
生
は
20
名
で
ス
タ
ー
ト
。
塾
生
の
中

に
は
会
社
員
、
主
婦
、
自
治
体
職
員
、
教
員
、
フ
リ
ー
タ

ー
な
ど
多
種
多
彩
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。  

平
成
19
年
1
月
ま
で
の
6
回
の
講
義
で
、
1
期
目
、

2
期
目
の
現
職
若
手
議
員
ら
が
徹
底
的
に
選
挙
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
授
。
政
策
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
作
り
方
、
配

り
方
、
マ
イ
ク
の
持
ち
方
に
目
線
の
置
き
方
ま
で
細
部
に

議会は変わる ～議会を変える議員をつくる～ 
 

～ 公職研「自治体職員研修」に寄稿～ 
 平成 22年夏に地方自治専門誌を手掛ける出版社「公職研」から執筆

依頼を受け、不肖中島の～議会を変える議員をつくる～という表題で寄

稿した約 5,000字が「自治体職員研修」に掲載されました。  

 昨年は地方議会、地方議員の数々の不祥事がメディアを賑わせまし

た。現在議会、議員は大きく信頼を失っています。そんな時だからこそ

「地方議会」と「地方議員」の仕事と役割について見直すきっかっけにな

ってくれることを切望し、その全文を掲載いたします。 

 長文ですがご一読ください。ちなみに原稿料は 13000円でした。（笑） 



至
る
指
導
、
街
頭
演
説
や
チ
ラ
シ
配
り
な
ど
の
実
習
も

行
わ
れ
た
。 

選
挙
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
は
な
い
。
現
職
若
手
議
員
が
講

師
役
を
務
め
、
「
地
方
議
会
の
現
状
」
や
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
の
講
演
を
行
い
、
教
育
施
策
の
先
進
自
治
体
へ
の
視

察
も
実
施
し
た
。
財
政
指
標
の
読
み
取
り
方
、
自
分
の

住
む
自
治
体
の
課
題
や
特
徴
を
見
つ
け
方
な
ど
、
講
義

内
容
は
多
岐
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
年
が
明
け
て
、
人
々
の
興
味
が
統
一
地
方
選

挙
に
向
い
て
く
る
と
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
等
、
複
数

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
若
手
政

治
家
養
成
塾
の
活
動
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
テ
レ
ビ
の

全
国
ネ
ッ
ト
で
お
茶
の
間
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
。 

塾
生
２０
名
の
う
ち
、
正
真
正
銘
「地
盤
、
看
板
、
カ
バ

ン
」
な
し
で
６
名
が
統
一
地
方
選
挙
で
市
区
議
会
議
員

選
挙
、
首
長
選
挙
に
立
候
補
。
統
一
地
方
選
挙
か
ら
時

期
を
ず
ら
し
て
３
名
が
立
候
補
す
る
も
、
結
果
は
厳
し

く
、
２
勝
７
敗
で
第
１
期
の
「
若
手
政
治
家
養
成
塾
」
と

し
て
の
活
動
を
終
え
た
。 

●
第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾
（平
成
２２
年
４
月
～
現

在
） 

塾
役
員
構
成 

代
表
：
井
上 

航
（
和
光
市
議 

現
在
埼
玉
県
議
） 

副

代
表
：
中
島
直
樹 

上
田
由
紀
子
（
文
京
区
議
）
、
神
谷

大
輔
（
朝
霞
市
議
）
、
河
野
芳
徳
（
志
木
市
議
）
、
島
田

久
仁
代
（新
座
市
議
） 

 

平
成
22
年
、
年
が
明
け
て
ま
も
な
く
、
平
成
23
年

の
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
、
塾
の
再
始
動
に
つ
い
て
打

ち
合
わ
せ
が
始
ま
る
。
第
１
期
の
若
手
政
治
家
養
成
塾

は
成
功
だ
っ
た
の
か
、
失
敗
だ
っ
た
の
か
。
当
落
結
果
だ

け
で
み
れ
ば
、
塾
生
個
々
の
事
情
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
９

名
の
立
候
補
者
の
う
ち
、
２
名
し
か
当
選
者
を
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
塾
の
あ
り
方
に
課
題
を
残
し

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
激
論
の
末
、
第
２
期
の
若
手
政
治

家
養
成
塾
は
塾
出
身
の
、
現
在
1
期
の
若
手
議
員
が

中
心
と
な
り
、
第
１
期
の
反
省
点
を
活
か
し
た
塾
の
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

第
２
期 

若
手
政
治
家
養
成
塾
設
立
趣
旨 

我
々
、
無
所
属
若
手
地
方
議
員
有
志
は
、
国
政
・
政

党
政
治
への
不
信
感
の
中
、
「無
所
属
」で
「地
方
」か
ら
日

本
を
変
え
、
未
来
に
誇
れ
る
国
に
す
る
た
め
に
「
地
盤
・

看
板
・
カ
バ
ン
」
は
無
く
と
も
、
高
い
志
を
も
っ
て
政
治
家

を
目
指
す
若
手
の
人
材
を
募
集
し
ま
す
。 

若
手
政
治
家
養
成
塾
で
は
、
単
に
当
選
だ
け
を
目
的

と
せ
ず
に
、
政
策
立
案
・政
策
実
現
能
力
な
ど
、
議
員
に

必
要
と
さ
れ
る
様
々
な
「議
員
力
」を
養
成
し
ま
す
。
そ

の
上
で
、
若
い
だ
け
で
は
当
選
で
き
な
い
と
い
う
厳
し
い
地

方
議
員
選
挙
を
戦
い
抜
く
力
を
、
実
践
と
講
義
を
通
し

て
養
成
し
ま
す
。 

こ
の
言
葉
も
ま
た
、
事
務
局
全
員
で
練
り
に
練
っ
た

世
間
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。 

第
１
期
が
９
月
開
講
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
２
期
は

５
月
開
講
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
１
期
の
若
手
政
治

家
養
成
塾
は
、
結
果
と
し
て
選
挙
を
勝
ち
抜
く
ノ
ウ
ハ

ウ
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
義
が
中
心
に
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
自
分
や
ま
ち
を
見
つ
め
る
時
間
の
少
な
い
ま
ま

慌
し
い
日
程
で
、
塾
生
が
選
挙
に
突
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
反
省
か
ら
で
あ
る
。 

第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾
は
、
被
選
挙
権
を
持

た
な
い
学
生
か
ら
、
経
営
者
、
建
築
士
、
ゴ
ル
フ
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
、
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
、
塾
生
１０
名
で
、
５

月
中
旬
に
開
講
し
た
。
日
程
は
８
月
上
旬
ま
で
の
全
７

回
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
た
。 

政
治
家
と
選
挙
は
切
っ
て
も
切
り
離
す
こ
と
は
出
来

な
い
。
し
か
し
、
選
挙
一
辺
倒
で
は
政
治
家
養
成
の
本

質
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
交
流
の
あ
る
大
学

教
授
か
ら
、
現
在
の
地
方
議
会
の
課
題
点
、
今
後
の
地

方
自
治
、
地
方
議
会
の
展
望
な
ど
の
よ
り
専
門
的
な
講

義
や
、
地
方
財
政
の
本
を
執
筆
し
て
い
る
現
職
市
長
の

講
義
も
行
っ
た
。 

ま
た
、
議
員
と
し
て
、
最
低
限
の
知
識
を
身
に
付
け

る
た
め
に
「議
員
力
検
定
」の
受
検
に
も
挑
ん
だ
。 

講
義
前
半
で
は
選
挙
は
な
る
べ
く
意
識
を
し
な
い
よ

う
に
し
て
、
役
員
を
務
め
る
現
職
議
員
や
協
力
議
員
ら

か
ら
各
自
治
体
の
議
会
の
現
状
に
ま
つ
わ
る
講
演
や
塾

生
自
身
が
自
己
分
析
を
行
う
と
い
う
講
義
も
行
っ
た
。 

 

と
は
言
っ
て
も
、
前
出
の
よ
う
に
、
政
治
家
と
選
挙
は

切
っ
て
も
切
り
離
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
選
挙
で
勝
た
な

け
れ
ば
、
議
員
と
し
て
、
自
治
体
の
行
財
政
運
営
に
は

係
わ
れ
な
い
。
後
半
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
抑
え
て
い
た
も

の
を
吐
き
出
す
か
の
よ
う
に
選
挙
を
意
識
し
た
講
義
に

シ
フ
ト
さ
せ
た
。 

 

公
職
選
挙
法
を
学
び
な
が
ら
、
有
権
者
の
目
を
引
く

チ
ラ
シ
の
作
り
方
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
重
要
性
、
演
説

（
言
葉
）
の
重
要
性
を
伝
え
た
。
口
先
だ
け
で
は
な
い
、

自
ら
が
選
挙
や
後
の
議
員
活
動
、
政
治
活
動
で
実
践
し

て
い
る
塾
役
員
に
よ
る
講
義
だ
。
説
得
力
は
あ
る
。
ま
た
、

駅
頭
に
立
ち
、
実
際
に
チ
ラ
シ
配
り
を
体
験
す
る
機
会

も
作
っ
た
。
講
義
毎
に
塾
生
か
ら
１
分
間
、
あ
る
い
は
３

分
間
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
課
題
も
与
え
た
。 

選
挙
の
中
で
も
、
特
に
市
区
町
村
議
会
議
員
選
挙
で

は
地
区
対
抗
の
選
挙
と
な
る
こ
と
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で



あ
る
。
昔
か
ら
の
土
地
の
名
士
が
地
区
単
位
で
推
薦
さ

れ
、
そ
の
地
区
の
人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
選
挙
を
戦

う
の
が
常
道
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
、
「
地
盤
、
看
板
、
カ
バ

ン
な
し
」
で
誰
か
ら
も
依
頼
さ
れ
る
事
な
く
、
自
ら
の
意

志
で
立
ち
上
が
る
の
だ
か
ら
、
事
態
は
穏
や
か
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
従
来
型
の
選
挙
に
対
抗
す
る
に
は
、
政

治
に
対
す
る
「
熱
意
」
と
「
言
葉
」
は
最
大
最
強
の
武
器

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
三
塾
生
に
伝
え
た
。
そ
の
こ
と

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
機
会
、
そ
れ
こ
そ
が
最
終
講
義

で
行
っ
た
「模
擬
選
挙
」で
あ
る
。 

●
模
擬
選
挙 

【
模
擬
選
挙
】
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部
が
「
ポ
ス
タ
ー
投

票
」、
第
２
部
が
「街
頭
演
説
」で
獲
得
票
数
を
競
う
。 

第
１
部
で
は
、
浦
和
駅
東
口
に
て
、
道
行
く
人
お
よ

そ
３
０
０
名
に
、
ど
の
ポ
ス
タ
ー
が
印
象
的
か
選
ん
で
も

ら
っ
た
。
模
擬
選
挙
に
際
し
、
広
告
会
社
の
協
力
を
得

て
、
塾
生
は
本
番
宛
ら
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。

大
切
な
の
は
ポ
ス
タ
ー
に
書
く
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
だ
。

少
な
い
文
字
に
自
身
の
想
い
を
込
め
る
。
そ
の
過
程
が
ど

れ
だ
け
難
し
い
か
、
塾
生
全
員
が
経
験
を
し
た
。 

第
２
部
で
塾
生
は
「
街
頭
演
説
」
に
も
挑
む
。
演
説
内

容
や
声
の
出
し
方
、
表
情
な
ど
、
塾
役
員
と
協
力
議
員

が
事
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
採
点
を
行
っ
た
。 

 

初
め
て
の
街
頭
演
説
に
声
を
震
わ
す
塾
生
、
言
葉
が

出
ず
、
原
稿
を
見
な
が
ら
演
説
を
行
う
塾
生
も
い
た
。

そ
の
様
子
が
多
く
の
人
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
。
塾
生
に

と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
非
日
常
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
そ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
、
「
地
盤
・
看
板
・
カ
バ
ン

な
し
」
で
選
挙
に
挑
む
資
格
は
な
い
。
議
員
に
な
る
資
格

は
な
い
。 

模
擬
選
挙
の
結
果
は
非
常
に
面
白
い
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
塾
生
が
第
１
部
の
「
ポ
ス
タ
ー
投
票
」で
ダ
ン
ト
ツ
の

票
を
集
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
塾
生
は
第
２
部
の
「
街
頭

演
説
」
で
は
最
下
位
だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
反
対
に
ポ
ス
タ

ー
投
票
で
最
も
苦
戦
し
た
塾
生
が
、
「
街
頭
演
説
」
で
最

も
票
を
集
め
る
と
い
う
、
塾
役
員
も
協
力
議
員
も
ま
っ

た
く
予
想
し
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。 

あ
く
ま
で
模
擬
だ
が
、
本
番
の
厳
し
い
選
挙
で
は
、
こ

の
模
擬
選
挙
の
過
程
で
試
さ
れ
た
「
自
分
の
想
い
を
上

手
く
文
字
で
表
現
す
る
力
」
、
そ
し
て
「
そ
の
文
字
を
自

ら
の
声
で
発
信
す
る
力
」
と
い
う
、
２
つ
の
言
葉
を
操
る

力
を
兼
ね
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
塾
生
は
身

を
も
っ
て
体
験
を
し
た
。
そ
し
て
、
塾
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

模
擬
選
挙
を
も
っ
て
修
了
し
た
。 

●
地
方
議
会
に
目
を
向
け
て
み
る 

自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
議
会
に
再
び
目
を
向
け
て

み
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
。
平
均
年
齢
は
高
く
、
男
性
が

圧
倒
的
多
数
。
地
区
や
団
体
に
推
薦
さ
れ
て
い
る
議
員

が
１
０
０
％
に
近
い
。
名
誉
職
と
し
て
居
座
り
、
議
案
書

に
目
も
通
さ
な
い
。
議
会
で
の
発
言
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

ず
、
地
区
や
団
体
の
利
益
誘
導
を
優
先
し
て
い
る
議
員

も
少
な
く
な
い
。
地
方
議
会
の
現
況
は
あ
ま
り
も
偏
っ

て
い
る
の
だ
。 

こ
う
い
っ
た
地
方
議
会
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。
都
市

部
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
い
わ
ゆ
る
田
舎
ほ
ど
、

こ
う
い
っ
た
傾
向
は
強
い
で
あ
ろ
う
。 

そ
ん
な
地
方
議
会
の
現
況
を
憂
い
、
ま
ち
の
将
来
の

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
議
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
若
年
層
の
議
員
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
住
民
の
中
に
は
千
差
万
別
の
行
政
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。

議
員
は
そ
れ
を
的
確
に
把
握
し
、
議
会
の
場
で
行
政
に

届
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
。 

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
久
し
い
昨
今
。
国
や
県
か
ら
税

源
、
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
場
合
、
議
員
が
地
区
や
団
体

の
利
益
誘
導
を
優
先
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
一
層
複
雑
・

多
様
化
す
る
自
治
体
運
営
を
担
う
議
会
を
構
成
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。 

俗
に
言
う
「地
盤
・看
板
・カ
バ
ン
な
し
」で
戦
え
る
ほ

ど
実
際
に
選
挙
は
甘
い
も
の
で
は
な
い
。 

 

し
か
し
、
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
。
い
つ
の
時
代
も

世
の
中
に
変
革
が
起
こ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
必
ず
、
地
方

の
若
者
が
結
集
し
て
い
る
の
だ
。 

し
っ
か
り
と
し
た
知
識
と
理
念
と
志
を
も
つ
若
者
を

ひ
と
り
で
も
多
く
議
会
に
送
り
込
む
こ
と
、
そ
れ
が
若

手
政
治
家
養
成
塾
の
使
命
で
あ
る
。 

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
。
は
た
し
て
若
手
政
治
家
養

成
塾
出
身
の
議
員
が
何
人
誕
生
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
次

代
の
若
手
が
誕
生
し
た
暁
に
は
、
そ
の
新
た
な
若
手
が

必
ず
や
「
若
手
政
治
家
養
成
塾
」
を
引
き
継
い
で
く
れ

る
は
ず
だ
。 

私
た
ち
が
先
輩
議
員
か
ら
託
さ
れ
た
よ
う
に
、
私
た

ち
が
伝
え
た
言
葉
を
・・・。  

 
 

 
 

 
 

 

（お
わ
り
） 

 

第
２
期
若
手
政
治
家
養
成
塾 

 

副
代
表 

中
島
直
樹 

※ 

寄
稿
し
た
原
文
に
一
部
修
正
を
加
え
て
お
り
ま
す
。 

 


